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※カウント基準の見直しにともない、受託校数を一部修正。（過去分についても遡及対応）
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こんにちは、おでこです。
ODKソリューションズの
サービスをお伝えします！

O
お で こ

DKちゃん
Webサイトやfacebookで
ナビゲーター役として
登場しております。

株主の皆様には格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

ここに、2018年度第２四半期（2018年４月１日～2018年９月30日）

の決算概況及び当社の現況をご報告させていただきます。

当第２四半期は、「受験ポータルサイト『UCAROR（ウカロ）』」の導入校増や証券総合システム『SENS21』の
新規ユーザの運用を開始する等、主力サービスの拡販に向けた動きを加速してまいりました。
加えて、本年７月には「医療システム課」を新設し、電子カルテの開発業務並びに導入支援を本格化する
等、将来の主力業務の創出に向けた取組みにも注力してまいりました。
さらに、昨年度よりスタートした当社の「働き方改革」においては、複数の勤務制度を組合わせることで
柔軟な働き方を実現する等、「健康経営」を目指した取組みも継続的に推進しております。
当社にとって「さらなる成長」を意味する“次のステージ”へ向けて、引続き様 な々取組みをすすめてまいります。
今後とも一層のご支援、ご指導を賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

ごあいさつ

株主の皆様へ

代表取締役社長　西井 生和

Top Message

教育関連サービス

金融関連サービス

教育関連サービス

入試に関する業務やWeb出願等に関
する情報処理アウトソーシングのほか、
『UCAROR』等を提供。また、教育
関連コンテンツを中心にアプリケーシ
ョンの開発・販売をしています。

医療関連サービス

臨床検査システムの運用業務やク
ラウド型電子カルテの開発及び導
入支援等をしています。

証券総合システム「SENS21」、不公
平売買監視システム「Watch21」、ほ
ふり接続システムのほか、マイナン
バー関連サービスを提供しています。

金融関連サービス

ＡＩ技術を融合したカスタマーサ
ービスのほか、ＨＲテック※関連
サービスを提供しています。

新規サービス

ODKのサービス

※ＨＲテック：人事分野でのテクノロジー
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中期経営計画 （2018〜2020年度）

さらなる成長に向けて
　　　　「ODKを次のステージへ」

●経営目標（単体）

年10円の安定配当を堅持する

5,100百万円

2018年度（予想）

6,000百万円

2020年度目標（予想）

330百万円

2018年度（予想）

450百万円

2020年度目標

●方針及び戦略と課題

売上高

経常
利益

配当

カスタマーサクセス実現に向けた取組み

ODK独自の“サポート”

■ビジネスの動向

“モノを売る” だけの
フロー型ビジネス

長期的かつ良好な
関係の構築が重要

サービスを “継続利用”
 してもらう

サブスクリプション型ビジネス

顧客コミュニケーションを最適化し
カスタマーサクセスを実現

データを駆使し、既存顧客が潜在的に持っている需要に対し能動的に働きかけることで、長期的かつ良好な関係
の構築等を目指す仕組みのこと。カスタマーサクセス

ODK
Voice
ODK
Voice

顧客からの問い合わせ情報を管理する『Zendesk』は、サブスクリプション型ビジネスの拡大に
ともない、一層需要が高まると予想しております。引続き『Zendesk』の拡販に取組むとともに、
ODK独自のサポートによりサービス提供者のカスタマーサクセスを支援してまいります。

事業開発部 事業開発課長  河合 勇治

課題に対して解決策を提示し
サービス提供者と顧客との
関係性を向上させる

運
　用

『Zendesk』のパートナーで唯一
『Talk』の導入支援が可能

『Zendesk』の利便性を高め、 
活用度を上げる方法を共に検討・提案

導
　入

サービス提供者と
顧客の関係構築を

サポートする仕組み
が求められる

６社
 導入!

Special Edition Topic 1

１. アライアンス・Ｍ＆Ａの活用、 
情報分析・コンサル・マッチングソリューションの提供

２. 主力サービスの絞込み・拡販、固定費の変動費化

３. 業務推進方法の見直し、マネジメント層の強化・育成

基本戦略

1. 将来の主力業務創出・育成
2. 収益力アップ
3. 組織力アップ

基本方針

１. ＡＩサービス、ＨＲテックサービスの提供

２. 教育改革対応、医療業務拡大、本支店機能・インフラの最適化

３. 自動化・アウトソース推進、能力開発・スキル向上

重点課題

［特集］さらなる成長に向けて「ODKを次のステージへ」
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教育改革に対応した 　 　 O D K のサービス

1. 受験ポータルサイト 『　　　　　　　』®

ＰＲ活動を強化中

動画投稿サイトに
紹介動画を公開 !

Webサイトを
リニューアル !

オープン
キャンパスにて
説明会を実施 !

1 2 3

50校導入!
※2018年9月末時点

■大学を取巻く環境

多面的・総合的評価の
実現が必要

入試業務の
効率化・省力化が重要

対応事項が増加
『入学者に求める学力』の明確化
『具体的な入学者選抜方法』の明示 等

入試に関連する情報を一元管理
®

新たに受験票、合格通知書並びに振込通知書の P D F 化を実現

大 学

受験生の
不便を
解消したい

ex) 受験票の場合
地方の受験生は受験票の受取りまでに
時間を要するため、大学への問い合わせが多発

P D F 化
受験生

■ 書類到着の地域格差の解消

■ 書類準備の手間削減
■ 書類作成・発送コストの削減
■ 問い合わせの減少

2. 動画面接サービス 『Movie インタビュー for University』

※当社調べ

■大学を取巻く環境

面接等を活用した入試の多様化

大学の国際化に向けた
留学生の積極的受入れ

非効率性の解消が
重要

面接や留学生対象入試に
かかる時間が増加

日時・場所の調整 等

時間や場所の制約を受けない面接を実現

1stユーザへ提供開始

■ リアルタイムと録画形式での面接が実施可能
■ 面接の評価まで当サービス上で完結できる

立命館アジア太平洋大学大学院向けに
サービスの提供を開始

ODK
Voice
ODK
Voice

当社の「受験ポータルサイト『 UCARO®』」並びに『 Movie インタビュー for University 』は、
Web上で手続きが完結出来ることで、各大学の入試にかかる手間を削減し、「教育改革」やその
他コア業務への対応をすすめる時間を創出いたします。今後も引続き、「課題」を解決に導くサー
ビス開発を推しすすめてまいります。

教育システム部 営業企画課長  尾西 宏之

日本初※

パソコン タブレット
端末

スマート
フォン

受験生 学校法人

Movie
インタビュー
for University

受験

動画登録 動画確認・レビュー

あらゆるデバイスから
動画登録可能

あらゆるデバイスから
評価可能

Movie
インタビュー
for University

Topic 2

5 6



営業損益
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売上高
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2018年
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4,8984,898

1,119

前第２四半期連結累計期間

総資産・純資産

営業損益の増減

キャッシュ・フロー
営業キャッシュ・フロー 財務キャッシュ・フロー投資キャッシュ・フロー

2019年
３月期

第２四半期（累計）

2018年
３月期

第２四半期（累計）

2019年
３月期

第２四半期（累計）

2018年
３月期

流動資産の減少（前期末比 ６億5,900万円の減少）
➡当社事業特性による影響で売掛金が減少

無形固定資産の減少（前期末比 １億1,300万円の減少）
➡ソフトウェアの減価償却による

四半期純損益（前年同四半期比 4,100万円の損失幅拡大）
➡新サービス開発に係るマーケティング費用の増加等による

営業活動によるキャッシュ・フロー
➡売上債権の回収により増加

2017年４月１日から
2017年９月30日まで

売上高
営業費用
　売上原価
　販売費及び一般管理費
営業損益
　営業外損益
経常損益
　特別損益
四半期純損益

1,120
1,272

862
410

▲ 152
9

▲ 143
▲ 0

▲ 103

流動資産
固定資産
　有形固定資産
　無形固定資産
　投資その他の資産
流動負債
固定負債
純資産
総資産

当第２四半期連結累計期間
2018年４月１日から
2018年９月30日まで

1,119
1,343

871
471

▲ 223
27

▲ 195
▲ 0

▲ 145

2,353
15
53

▲ 231
▲ 162
2,191

現金及び現金同等物の期首残高
　営業活動によるキャッシュ・フロー 
　投資活動によるキャッシュ・フロー
　財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物の増減額
現金及び現金同等物の四半期末残高

前第２四半期連結累計期間
2017年４月１日から
2017年９月30日まで

当第２四半期連結累計期間
2018年４月１日から
2018年９月30日まで

2,274
476

▲ 90
▲ 238

147
2,422

2,274 2,422
476

▲90
▲238

2018年３月31日現在
前連結会計年度末

4,229
2,955

467
671

1,815
1,210
1,160
4,813
7,184

⬅POINT

⬅POINT

⬅POINT

⬅POINT

当第２四半期連結会計期間末
2018年９月30日現在

 3,570
2,991

465
558

1,967
844
957

4,760
6,561

連結貸借対照表連結貸借対照表

連結キャッシュ・フロー計算書連結キャッシュ・フロー計算書

連結損益計算書連結損益計算書

（注）記載金額は表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。

支払手数料

仕入高

増収分

機械貸借料等

労務費経費等

販管費

総資産 純資産

2019年
３月期

第２四半期末

2017年
３月期末

0

2,000

4,000

6,000

8,000

2018年
３月期末

4,760

6,561
7,184

4,813
6,473

4,158

▲152

▲223

▲0▲0
3

▲61

▲4 ▲7

連結財務ハイライト （単位：百万円） （単位：百万円）連結財務諸表

業績・財務状況

最新の
財務状況を
ご報告

いたします。

Financial Highlights
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メディア掲載情報
▶ http://www.odk.co.jp/media.html

2018年10月10日 『TECHABLE』 
『Movie インタビュー for University』について / 取締役インタビュー

2018年8月27日 『LEADERS FILE』 
予想を越えるビジネス環境の変革スピード 
厳しい試練を余儀なくされる / 社長インタビュー

2018年8月27日 『Venture Times』 
社長の後ろには誰もいない。最終的には自分で決めるという覚悟で 
独立経営への道を切り開く / 社長インタビュー後編

2018年8月20日 『Venture Times』 
予想を越えるビジネス環境の変革スピード 
厳しい試練を余儀なくされる / 社長インタビュー前編

2018年4月4日 
FISCOより、当社の「主力サービスにおける処理件数を発表」について 
ショートコメントが配信されました

Information インフォメーション

誌面掲載

Web掲載

『財界』
2018年9月11日発売号

「人・ひと・ヒト」のコーナーで
社長の西井が取材を受けました。

『月刊BOSS』
2018年8月22日発売号

「IR CLIP」のコーナーで
専務取締役の勝根が取材を
受けました。

誌面・Webともに
積極的なメディア露出を
すすめてまいります!

会社概要

代 表 取 締 役 社 長 西 　 井 　 　 生 　 和
代表取締役 専務取締役 勝 　 根 　 　 秀 　 和
常 務 取 締 役 森 　 脇 　 　 博 　 文
取 締 役 吉 　 村 　 　 美 樹 雄
取 締 役 杉 　 谷 　 　 康 　 伸
取 締 役 作 　 本 　 　 宜 　 之
社 外 取 締 役 川 　 口 　 　 伸 　 也
常 勤 監 査 役 若 　 林 　 　 孝 　 治
社 外 監 査 役 水 　 野 　 　 武 　 夫
社 外 監 査 役 藤 　 岡 　 　 寛 　 　

役　員

発 行 可 能 株 式 総 数 32,800,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 8,200,000株
株 主 数 1,819名（うち、単元株主数1,714名）

株式の概況

株主構成比率

大株主の概況

（注） 当社は、自己株式を2,032株保有しております。持株比率は、自己株式を控除して
計算しております。

商 号 株式会社ＯＤＫソリューションズ
（英文名 ODK Solutions Company, Ltd.）

設 立 1963年４月１日
資 本 金 ６億3,720万円
事 業 内 容 情報処理アウトソーシングサービス

（システム運用、システム開発及び保守、機械販売）
の提供

従 業 員 数 138名
ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス http://www.odk.co.jp
事 業 所 ■本社

〒541-0045　大阪市中央区
道修町一丁目６番７号 北浜MIDビル
■東京支店
〒104-0033　東京都中央区
新川一丁目28番25号 東京ダイヤビル
■五反田オフィス
〒141-0031　東京都品川区
西五反田二丁目11番８号 学研ビル

株主名 持株数（株） 持株比率（％）
株式会社学研ホールディングス 1,350,000 16.5
株式会社ファルコホールディングス 850,000 10.4
ナ カ バ ヤ シ 株 式 会 社 450,000 5.5
日 本 通 信 紙 株 式 会 社 400,000 4.9
廣 田 証 券 株 式 会 社 300,036 3.7
日 本 シ ス テ ム 技 術 株 式 会 社 300,000 3.7
株 式 会 社 三 菱 U F J 銀 行 300,000 3.7
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 300,000 3.7
株 式 会 社 り そ な 銀 行 300,000 3.7
Ｏ Ｄ Ｋ 従 業 員 持 株 会 244,800 3.0

会社情報 2018年９月30日現在2018年９月30日現在 株式の状況

所有者別
株式数

金融機関11.3 %自己名義 0.0 %

外国人1.8%

証券会社 6.0 %

その他国内法人 46.7 %

個人・その他 34.2 %
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証券コード：3839

2018年 4 月 1 日～2018年 9 月 30 日

第 期中間56

株主メモ

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで

基 準 日
定 時 株 主 総 会
剰 余 金 の 配 当

　　３月31日
期末３月31日
中間９月30日

公 告 方 法
電子公告
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告をすることができない
場合は日本経済新聞に掲載して行います。

株 主 名 簿 管 理 人 三菱UFJ信託銀行株式会社

各 種 お 問 い 合 わ せ 先

【郵便物送付先／各種お問い合わせ先】
三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部

〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
☎0120-094-777（通話料無料）

〔受付時間 9:00～17:00（土、日、祝祭日、年末年始を除く）〕
ホームページ https://www.tr.mufg.jp/daikou/

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所JASDAQ市場（証券コード  3839）

株式に関する各種お手続き
届出住所・姓名等の変更、単元未満株式の買増・買取請求、配当金の振込先の指定
または変更等につきましては、口座開設されている証券会社へお届出ください。
なお、未受領配当金（ゆうちょ銀行の払渡期間経過後）のお支払につきましては、
上記の株主名簿管理人までお申出ください。 

h t tp ://www.odk.co . jp
投資家様にODKソリューションズの「今」を知っていただき、ご理解を
深めていただくため、最新情報を様々なかたちで発信しております。

ODKのコミュニケーション活動

IＲ情報メール 最新のトピックスやプレスリリース、決算発表日程等を、
電子メールにてお知らせいたします。

▼トップページ

IＲT V
会社概要や事業戦略
等について、スライ
ドを交えながらご説
明しております。

HTMLメール
文字による情報に加え、イベン
ト出展時の写真や様々な画像
を掲載し、より分かりやすく当
社の最新情報をお伝えしており
ます。

〒541-0045 　大阪市中央区道修町一丁目６番７号 北浜MIDビル


